
豊富で優れた農水産物をもたらす美しい自然環境を有する青森市。

この掛けがえのない地域資源を次世代に引き継ぐため、

陸奥湾沿岸市町村や関係団体と連携して環境保全活動を推進するとともに、

快適な生活環境の確保等を図る「かがやく街」に取り組みます。

1 6 51 6 6
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《
地
球
温
暖
化
対
策
の
状
況
》

※1［t-CO2］ 温室効果ガスの量を二酸化炭素の重量に換算した単位で、「二酸化炭素トン」と称する。
※2［再生可能エネルギー］ 半永久的に利用可能な太陽エネルギーや水力・風力・地熱などのエネルギー。
※3［温室効果ガス］ 二酸化炭素（CO2）など地球に温室効果をもたらすガス。

　
　
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動
の
充
実
や
自
然

保
護
意
識
の
醸
成
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境
の
保
護

を
図
る
と
と
も
に
、
陸
奥
湾
資
源
の
保
全
の
た
め

陸
奥
湾
沿
岸
市
町
村
や
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ

た
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
※
2
等
の
普
及
促

進
、
市
自
ら
も
取
り
組
む
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
※
3
排
出
量
の

削
減
を
図
り
、地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

基本方向

施策の体系

P171P170P169

豊かな
自然環境の保全

第2項
豊かな

森林の保護
陸奥湾資源の

保全

第1項 第3項
再生可能エネルギーの導入・

省エネ活動の促進

森と湖に親しむ集い

むつ湾週間（沿岸清掃）

に
起
因
す
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、1
9
9
0（
平
成
2
）年
度
の
1
9
8・8
万
t‐

C
O
２
か
ら
増
加
し
て
お
り
、ま
た
部
門
別
に
見
る
と

「
業
務
そ
の
他
部
門
」（
事
務
所
や
店
舗
な
ど
）の
占
め

る
割
合
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
家
庭
部
門
」（
住
居
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
本
市
に
お
け
る
2
0
1
5
（
平
成
27
）年
度
の
１
人

当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、8・9
t‐C
O
２

で
1
9
9
0
（
平
成
2
）年
度
の
6
・
3
t‐C
O
２
か

ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

第1節 

現状と
課題
現状と
課題

●
本
市
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て

い
る
陸
奥
湾
は
、
津
軽
半
島
と
下
北

半
島
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
性
の
強
い
水

域
で
あ
り
、
一
旦
汚
濁
が
顕
在
化
す
る
と
、
そ
の
回

復
に
は
多
大
な
経
費
と
時
間
を
要
し
、
完
全
な
回
復

も
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
自
然
環
境
は
、
人
が
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な

基
盤
で
あ
り
、
本
市
に
お
け
る
自
然
の
豊
か
さ
は
、

私
た
ち
の
ま
ち
が
住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
の

大
切
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
の

進
行
や
海
洋
汚
染
な
ど
が
世
界
的
な
自
然
環
境
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
我
が
国
で
は
耕
作
放
棄
地

や
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
森
林
な
ど
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
本
市
に
お
け
る
2
0
1
5（
平
成
27
）年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
総
排
出
量
は
、2
6
1・1
万
t‐C
O
２
※
1

で
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
で
見
る
と
電
力
の
消
費

むつ湾水系体験会（外ヶ浜町）　稚魚放流むつ湾水系体験会（外ヶ浜町）　稚魚放流
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第
1
項

陸
奥
湾
資
源
の
保
全

陸
奥
湾
沿
岸
市
町
村
や
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
推
進
し
、

陸
奥
湾
資
源
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

陸
奥
湾
の
環
境
保
全
意
識
の
向
上

●
陸
奥
湾
の
良
好
な
水
質
環
境
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
し

て
い
く
た
め
に
は
、
海
だ
け
で
は
な
く
、
森
里
川
海
で
の
一

体
的
な
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
掃
活
動
や
植

林
等
の
環
境
保
全
活
動
を
実
施
す
る
団
体
に
支
援
を
行
う

ほ
か
、
子
ど
も
や
大
人
を
対
象
と
し
た
体
験
会
や
勉
強
会

を
実
施
し
、
市
民
の
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

●
陸
奥
湾
は
閉
鎖
性
の
強
い
水
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

沿
岸
に
は
複
数
の
市
町
村
が
面
し
て
い
る
た
め
、
本
市
の

み
で
行
う
取
組
だ
け
で
は
、
そ
の
環
境
保
全
は
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
陸
奥
湾
沿
岸
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組第
2
項

豊
か
な
森
林
の
保
護

自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動
の
充
実
や
自
然
保
護
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

八
甲
田
山
系
か
ら
身
近
な
里
山
ま
で
、
豊
か
な
森
を
将
来
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

自
然
環
境
の
保
護
を
図
り
ま
す
。

自
然
保
護
意
識
の
醸
成

●
森
林
な
ど
の
自
然
を
活
か
し
た
公
園
の
利
用
を
は
じ
め
と
す
る
、
市
民
が
身
近
な
自
然
に
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
機
会
の
活
用
や
緑
を
守
る
募
金
活
動
、
花
苗
等
の
提
供
な
ど
に
よ
る
、
緑
化
意
識
の
普
及
啓
発
を
通

じ
て
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
市
民
の
自
然
保
護
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

●
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
対
象
に
、
国
・
県
と
共
同
で
、
森
や
川
の
役
割
・
重
要
性
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、

自
然
保
護
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動
の
充
実

●
八
甲
田
連
峰
に
お
け
る
ご
み
の
放
置
や
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
で
の
山
野
草
の
採
取
な
ど
、
自
然
環
境
破

壊
に
つ
な
が
る
行
為
に
つ
い
て
の
注
意
を
呼
び
か
け
、
自
然
を
保
護
・
保
全
し
な
が
ら
適
正
な
利
用
の
促
進
を

図
る
な
ど
、
市
民
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
自
然
保
護
活
動
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
の
身
近
な
森
林
の
環
境
美
化
活
動
な
ど
、市
民
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
自
然
環
境
の
保
全
活
動
を
進
め
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
や
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
森
林
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

●
ク
マ
、サ
ル
、カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
る
人
や
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
の
捕
獲
許
可

や
飼
養
登
録
な
ど
を
通
じ
、
鳥
獣
の
保
護
を
図
り
、
人
と
鳥
獣
が
う
ま
く
棲
み
分
け
し
共
存
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組

むつ湾フォーラム in 外ヶ浜　記念植樹むつ湾フォーラム in 外ヶ浜　記念植樹

清掃活動や植樹活動などの自然保護活動
への参加者数

●自然保護活動参加者数

基準値：3,991人〈2017（平成29）年度〉

4,535人
目標値

陸奥湾の水質調査（3地点）における環境
基準の達成率

●陸奥湾の環境基準達成率

基準値：94.1%〈2017（平成29）年度〉

100%
目標値
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第
3
項

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
※
1

の
導
入・省
エ
ネ
活
動
の
促
進

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
普
及
促
進
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
※
2
排
出
量
の
削
減
を
図
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

堤川堤川

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
普
及
促
進

●
太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
※
3
な
ど
、
地
域
に
存
在
す
る
多
く
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
有
効
活
用
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
や
導
入
を
図

り
ま
す
。

●
弘
前
大
学
地
域
戦
略
研
究
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
に
適
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
技
術
の
確
立
を
目
指
し
、
新
た
な
事
業
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
の
推
進

●
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
市

民
や
事
業
者
に
対
す
る
環
境
講
座
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
機
会
を
活
用
し
た
情
報
提
供
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
地
球
環
境
に
対
す
る
責
任
と

役
割
に
つ
い
て
の
理
解
や
認
識
を
深
め
る
こ
と
で
、
日
常
生

活
や
事
業
活
動
を
見
直
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
無
駄
を
な

く
す
エ
コ
ラ
イ
フ
や
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組

※1［再生可能エネルギー］ 半永久的に利用可能な太陽エネルギーや水力・風力・地熱などのエネルギー。
※2［温室効果ガス］ 二酸化炭素（CO2）など地球に温室効果をもたらすガス。
※3［バイオマス］ エネルギー源として活用が可能な木製品廃材やし尿などの有機物のことであり、
再生可能エネルギーの一つ。
※4［t-CO2］ 温室効果ガスの量を二酸化炭素の重量に換算した単位で、「二酸化炭素トン」と称する。

《
適
正
な
汚
水
排
除・処
理
の
状
況
》

《
公
害
の
状
況
》

《
食
品
衛
生・生
活
衛
生
対
策
の
状
況
》

あおもり素材まるごとエコごはん

墓
へ
の
考
え
方
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
市
民
の
墓

地
需
要
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

●
犬
・
猫
の
糞
尿
・
鳴
き
声
・
放
し
飼
い
等
、
不
適
切
な
飼

養
に
関
す
る
苦
情
や
引
取
り
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

第2節 

現状と
課題
現状と
課題

●
河
川
や
海
、
か
ん
が
い
用
水
路
※
5

な

ど
の
水
質
保
全
や
生
活
環
境
の
改
善

の
た
め
、
適
正
な
汚
水
排
除
・
処
理
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
老
朽
化
し
た
汚
水
処
理
施
設
の
機
能
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
公
害
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
及
び
「
青
森
市
公
害

防
止
条
例
」に
基
づ
く
規
制
、
改
善
指
導
な
ど
に
よ
っ

て
全
般
的
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
事
業

活
動
や
市
民
生
活
に
関
連
し
て
発
生
す
る
公
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
事
業
者
や
市
民
な
ど
に
対
し

て
自
ら
が
発
生
源
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
を
促
す
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
生
活
衛
生
施
設
の
衛
生
環
境
や
食
品
に
対
す
る
信

頼
と
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
お

※5［かんがい用水路］ 川や湖、池沼などから農地に水を供給する水路。

市域における温室効果ガスの総排出量

●温室効果ガス排出量

基準値：261.1万t-CO2 ※4
　　　　　　〈2015（平成27）年度〉

223.8万t-CO2
目標値

市が主催する環境啓発関連イベント
や講座などへの市民の参加者数

●環境啓発関連イベント
　などへの参加者数

基準値：2,121人〈2017（平成29）年度〉

3,051人目標値
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汚
水
処
理
に
係
る
水
洗
化
の
促
進
や
下
水
道
施

設
等
の
機
能
確
保
な
ど
に
よ
り
、
公
共
用
水
域
※
1

の
水
質
を
保
全
し
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
環
境
基
準
の
達
成
状
況
の
調
査
や
事
業

者
へ
の
指
導
な
ど
の
公
害
監
視
活
動
を
継
続
す
る

ほ
か
、
食
品
衛
生
・
生
活
衛
生
対
策
の
推
進
、
犬

や
猫
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
ッ
ト
へ
の
愛
護
意
識
の

高
揚
及
び
適
正
飼
養
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り

ま
す
。 基本方向

施策の体系

P176P175P174

八重田浄化センター

快適な
生活環境の確保

第2項

公害対策の推進適正な汚水排除・
処理の確保

第1項 第3項
衛生的な

生活環境の確保

※1［公共用水域］ 河川、湖沼、港湾、沿岸海域、公共溝渠、かんがい用水路、その他公共の用に供される水域や水路のこと。ただし、下
水道は除く。

※2［公共用水域］ 河川、湖沼、港湾、沿岸海域、公共溝渠、かんがい用水路、その他公共の用に
供される水域や水路のこと。ただし、下水道は除く。
※3［公営企業会計］ 民間企業と同様に発生主義・複式簿記を採用し、貸借対照表、損益計算書、
キャッシュフロー計算書等の財務諸表を作成する会計方式。
※4［農業集落排水］ 農村地域での生活雑排水やし尿を処理する施設（農村版下水道）。
※5［合併処理浄化槽］ 生活雑排水やし尿を戸別に処理する浄化槽。

第
1
項

適
正
な
汚
水
排
除・処
理
の
確
保

汚
水
処
理
に
係
る
水
洗
化
の
促
進
や
下
水
道
施
設
等
の
機
能
確
保
な
ど
に
よ
り
、

公
共
用
水
域
※
2
の
水
質
を
保
全
し
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

汚
水
処
理
に
係
る
水
洗
化
の
促
進

●
汚
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
や
地
域
特
性
な
ど

に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
な
ど
の
整
備
予
定
の
な
い
地
区
に
お
い
て
、
住

宅
へ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
助
成
に
よ
り

設
置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
の
適
正

な
維
持
管
理
を
促
進
し
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
な
ど
の
整
備
地
区
に
お
い
て
、
未
だ
水
洗
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
や

事
業
所
に
対
し
、
普
及
啓
発
活
動
を
通
じ
て
水
洗
化
を
促
進
し
ま
す
。

下
水
道
施
設
等
の
機
能
確
保

●
今
後
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
営
企
業
会
計
※
3
の
適

用
を
踏
ま
え
、
経
営
基
盤
の
強
化
等
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
既
存
施
設
の
効
果
的
・
効
率

的
な
更
新
に
努
め
る
な
ど
の
適
正
・
適
切
な
維
持
管
理
を
通
じ
、
下
水
道
施
設
等
の
機
能

保
全
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組

下水道管布設工事の様子

公共下水道・農業集落排水※4・合併処理浄
化槽※5で汚水を処理している年度末現在
の人口の割合

●水洗化率

基準値：76.3%〈2017（平成29）年度〉

78.6%
目標値
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第
3
項

衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

食
品
衛
生
対
策
や
生
活
衛
生
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

犬
や
猫
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
ッ
ト
へ
の
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

食
品
衛
生
・
生
活
衛
生
対
策
の
推
進

●
食
品
や
日
常
生
活
に
お
け
る
衛
生
水
準
の
向
上
に
向
け
た
情
報
を
提
供
し
、
市
民
や
事
業
者
へ
の
注

意
を
促
す
と
と
も
に
、
営
業
に
関
す
る
審
査
・
許
可
や
、
食
品
及
び
食
品
取
扱
施
設
、
生
活
衛
生
施
設

の
監
視
・
指
導
な
ど
を
通
じ
、
食
中
毒
や
感
染
症
の
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
や
地
域
と
連
携
し
、ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
※
2
や
ス
ズ
メ
バ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
害
虫
対
策
に
つ
い
て

の
支
援
や
助
言
、飲
用
井
戸
の
定
期
的
な
水
質
検
査
の
勧
奨
な
ど
に
よ
り
、生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

市
営
霊
園
の
適
切
な
運
営

●
多
様
化
す
る
市
民
の
墓
地
需
要
を
踏
ま
え
、
承
継
を
前
提
と
し
な
い
新
た
な
形
態
の
お
墓
の
整
備
や

墓
地
区
画
の
確
保
・
提
供
に
努
め
ま
す
。

動
物
愛
護
管
理
対
策
の
推
進

●
青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
犬
や
猫
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
対
す
る
啓

発
活
動
な
ど
に
よ
り
、
飼
養
す
る
上
で
守
る
べ
き
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
犬
や
猫
の
飼
い
主
か
ら
引
取
り
の
相
談
や
依
頼
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、ペ
ッ
ト
へ
の
愛
護
意
識
を

高
め
、
適
正
飼
養
や
終
生
飼
養
に
関
し
、
必
要
な
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組

※1［ダイオキシン類］ 塩素を含む物質の不完全燃焼や、薬品類の合成の際、意図しない副合成物
として生成される毒性が強い物質。※2［アメリカシロヒトリ］ 樹木の葉を食害するガの一種。

事
業
者
や
市
民
に
対
す
る
意
識
啓
発

●
事
業
活
動
や
市
民
生
活
に
伴
う
騒
音
・
悪
臭
・
大
気
汚

染
な
ど
が
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
公

害
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
を
通
じ
、
事
業
者
や
市
民
が
自
ら
公
害
な
ど
の

発
生
源
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
を
促
し
ま
す
。

公
害
監
視
体
制
の
充
実

●
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
※
1

汚
染
、
地
盤
沈
下
の
公
害
の
状
況
把
握
の
た
め
、
定
期

的
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
事
業
活
動
な
ど
に
伴
う
騒
音
・
悪
臭
・
大
気
汚
染
な
ど

を
適
宜
測
定
し
、
基
準
適
合
状
況
を
踏
ま
え
た
事
業
者

へ
の
指
導
を
行
う
な
ど
適
時
適
切
な
公
害
監
視
活
動
を

進
め
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組 第
2
項

公
害
対
策
の
推
進

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
環
境
基
準
の
達
成
状
況
の
調
査
や

事
業
者
へ
の
指
導
な
ど
の
公
害
監
視
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

事
業
者
や
市
民
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
進
め
ま
す
。

水質検査

第
2
節 

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

飼い主がやむを得ない理由で飼えなくなった
犬・猫や、所有者不明の犬・猫の引取りを拾得
者から求められた場合に引取りをした頭数

●犬・猫引取り数

基準値：192頭〈2018（平成30）年度見込み〉

98頭
目標値

大気・水質・騒音などの各監視項目に係る
環境基準の達成率

●環境基準達成率
　（大気・水質・騒音など）

基準値：95.1%〈2017（平成29）年度〉

96.1%目標値

原因となる食品や、施設が特定
された食中毒の発生件数

●食中毒事件発生件数

基準値：1件〈2017（平成29）年度〉

0件
目標値



現状と
課題
現状と
課題

●
本
市
の
2
0
1
6
（
平
成
28
）年
度
に

お
け
る
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排

出
量
は
1
0
4
4
ｇ
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
平
均
の
9
2
5
ｇ
と
比
較
し
て
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

●
本
市
の
2
0
1
6
（
平
成
28
）年
度
に
お
け
る
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
16・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
の

20・
3
％
と
比
較
し
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
本
市
の
2
0
1
7
（
平
成
29
）年
度
に
お
け
る
不
法

投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理
は
1
4
0
件
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

P192から

青森市清掃工場青森市清掃工場

第3節

廃
棄
物
対
策
の
推
進

廃
棄
物
対
策
の
推
進

《
ご
み
排
出
量・リ
サ
イ
ク
ル
率
の
状
況
》

《
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
の
状
況
》

ECOプラザ青森

ごみステーション
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第
3
節 

廃
棄
物
対
策
の
推
進

基本方向

施策の体系

　
　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
に
向
け
た
効
果
的
な
取
組
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
意
識
啓
発
の
強
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
、
廃
棄
物
の

適
正
処
理
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
の
環
境
づ
く
り
な

ど
、
廃
棄
物
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

P181P179

ごみの減量化・
リサイクルの強化

第1項 第2項
適正な

廃棄物処理の確保

廃棄物対策の推進

ごみの年間排出量と一人一日当たりの排出量

出典：［全国］環境省「一般廃棄物処理実態調査」、［市］青森市環境部清掃管理課
（H：平成）

年間排出量

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（t）
一人一日当たりの排出量

1,300

1,250

1,200

1,150

1,100

1,050

1,000

950

900

（g）

H19 20 21 22 23 24 25 26 27 28（年度）
（2007） （2016）

142,283t142,283t

110,777t110,777t

1,044g1,044g

1,253g1,253g

家庭系ごみ排出量
事業系ごみ排出量

一人一日当たりの排出量
（青森市）
事業系ごみ排出量
一人一日当たりの排出量
（全国）

ごみステーション

47,911t47,911t

94,372t94,372t

1,089g1,089g
39,820t39,820t

70,957t70,957t

925g925g
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第
3
節 

廃
棄
物
対
策
の
推
進

事
業
者
の
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
対
策
の
促
進

●
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
分
別

や
排
出
抑
制
が
可
能
な
紙
類
や
生
ご
み
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
清
掃
工
場
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
古
紙
類

の
搬
入
規
制
の
徹
底
を
図
る
ほ
か
、
古
紙
類
を
回
収
す
る
制

度
や
生
ご
み
の
減
量
化
対
策
な
ど
の
効
果
的
な
情
報
発
信
に

よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を

深
め
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

多
様
な
主
体
が
連
携
し
た
3
R
※
1
活
動
の
推
進

●
市
民
や
町
（
内
）会
、
事
業
者
、
各
種
団
体
な
ど
の
自
主
的

活
動
主
体
と
行
政
が
連
携
・
協
働
し
、
意
識
啓
発
や
意
見
・
情

報
交
換
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に

向
け
た
生
活
ス
タ
イ
ル
と
し
て
R
e
d
u
c
e（
リ
デ
ュ
ー
ス

＝
排
出
抑
制
）、
R
e
u
s
e（
リ
ユ
ー
ス
＝
再
利
用
）、

R
e
c
y
c
l
e（
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
資
源
化
）の
浸
透
を
図

り
ま
す
。

市
民
の
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
対
策
の
促
進

●
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
分
別
や
排
出

抑
制
が
可
能
な
紙
類
、
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
生
ご

み
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
源
物
の
分
別
や
生

ご
み
の
減
量
方
法
や
ご
み
処
理
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
市
民

目 標 と する 指 標 第
1
項

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
強
化

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
向
け
た
効
果
的
な
対
策
、

意
識
啓
発
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

第
1
項

主な取組

※1［3R］3R（スリーアール）とは、リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル
（Recycle）の3つのR（アール）の総称。一つめのR（リデュース）とは、物を大切に使い、ごみを
減らすこと。二つめのR（リユース）とは、使える物は、繰り返し使うこと。三つめのR（リサイクル）
とは、ごみを資源として再び利用すること。

ごみの資源化量とリサイクル率の推移

出典：［全国］環境省「一般廃棄物処理実態調査」、
［市］青森市環境部清掃管理課

（H：平成）

衣類のリユースの現場見学

へ
の
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
う
ほ
か
、
町
（
内
）会
等
と

連
携
し
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
対
す
る
認
識
と
理
解

を
深
め
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

総資源化量（青森市）
リサイクル率（青森市） リサイクル率（全国）

ごみごみ

総資源化量 リサイクル率

20,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

（t）
25

20

15

10

5

0

（％）

H19 20 21 22 23 24 25 26 27 28（年度）
（2007） （2016）

13,556.5t13,556.5t

18,725.0t18,725.0t

9.5%9.5%

16.5%16.5%

20.3%20.3% 20.3%20.3%

ごみの排出量を市民１人１日当たりに
換算した量

●市民１人１日当たりのごみ
　排出量

基準値：1,041g〈2017（平成29）年度見込み〉

976目標値

目標値
%

一般廃棄物の総排出量に占める資源化量
の割合

●リサイクル率

基準値：16.4%〈2017（平成29）年度見込み〉

19.6

g
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第
2
項

適
正
な
廃
棄
物
処
理
の
確
保

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
の
環
境
づ
く
り
や

廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

第
3
節 

廃
棄
物
対
策
の
推
進

※1［PCB（ポリ塩化ビフェニル）］ 水にきわめて溶けにくい、熱で分解しにくい、不燃性・電気絶縁性が高いなどの性質を有する油
状の物質で、電気機器（変圧器や蛍光灯安定器等）の絶縁油など様々な用途に利用されてきたが、人の健康や環境への有害性が確
認され、現在は製造・輸入ともに禁止されている。

●
P
C
B
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）※
1
廃
棄
物
の
適
正
な
保

管
・
期
限
内
の
処
分
に
つ
い
て
事
業
者
な
ど
へ
周
知
す
る
と

と
も
に
、
P
C
B
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
向
け
た
監
視
・
指

導
を
行
い
ま
す
。

●
使
用
済
み
自
動
車
の
引
取
業
な
ど
に
関
す
る
登
録
・
許
可

や
、
登
録
・
許
可
事
業
所
に
対
す
る
立
入
検
査
・
指
導
な
ど
、

使
用
済
み
自
動
車
の
適
正
処
理
に
向
け
た
監
視
・
指
導
を
行

い
ま
す
。

●
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
分
別
・
排
出
を
促
す
た
め
に
、
各
種

事
業
や
清
掃
ご
よ
み
、広
報
等
に
よ
り
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

町
(内
)会
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
ご
み
出
し
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
り
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

●
清
掃
工
場
や
最
終
処
分
場
な
ど
廃
棄
物
処
理
施
設
の
適
正

な
運
営
・
維
持
管
理
や
、
周
辺
市
町
村
と
連
携
し
た
処
理
体

制
の
確
保
な
ど
を
通
じ
、
安
定
的
・
効
果
的
・
効
率
的
な
処
理

体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
一
般
廃
棄
物
処
理
業
に
関
す
る
許
可
や
処
理
事
業
者
に
対

す
る
検
査
な
ど
を
通
じ
、
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
向
け

た
監
視
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
市
民
か
ら
の
不
法
投
棄
に
関
す
る
通
報
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
現
場
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
の
原
状
回
復
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

●
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
関

す
る
説
明
会
の
開
催
、
適
正
処
理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
付
な

ど
に
よ
る
意
識
啓
発
を
通
じ
、
排
出
事
業
者
や
処
理
事
業
者

の
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

●
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
関
す
る
許
可
、
排
出
・
処
理
事
業
者

に
対
す
る
立
入
検
査
な
ど
に
よ
り
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処

理
に
向
け
た
監
視
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
産
業
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に
関
す
る
市
民
通
報
へ
の
速
や
か

な
対
応
の
ほ
か
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
監
視
カ
メ
ラ・
不
法
投
棄
警

告
看
板
の
設
置
な
ど
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

目 標 と する 指 標 主な取組

一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
確
保

産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
確
保

そ
の
他
の
廃
棄
物
な
ど
の
適
正
保
管
・
処
理
の
確
保

産業廃棄物処理業者立入検査

立入検査において、適正処理を確認で
きた産業廃棄物処理業者や事業用施設
の割合

●産業廃棄物処理施設など
　の適合率

基準値：95.7%〈2017（平成29）年度〉

96.0目標値

目標値
件

一般廃棄物及び産業廃棄物などについ
て、新たな不法投棄や野焼きなどの不適
正処理が確認された件数

●不法投棄などの発生
　（確認）件数

基準値：140件〈2017（平成29）年度〉

104

%
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環境活動体験会  稚魚放流（蓬田村）環境活動体験会  稚魚放流（蓬田村） 環境活動体験会  清掃活動（横浜町）　環境活動体験会  清掃活動（横浜町）　

十符ヶ浦海水浴場　早朝清掃（野辺地町）十符ヶ浦海水浴場　早朝清掃（野辺地町）

1 8 31 8 4

夏泊半島沿岸　清掃活動（平内町）夏泊半島沿岸　清掃活動（平内町） むつ湾フォーラム in むつ脇野沢 （むつ市）むつ湾フォーラム in むつ脇野沢 （むつ市）

　
青
森
県
の
中
心
に
広
が
る
陸
奥
湾
は
、

豊
富
な
水
産
資
源
に
よ
っ
て
周
辺
地
域

に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
陸
奥
湾
の
環
境
保
全
、産
業・観

光
振
興
に
関
し
て
は
各
分
野
に
お
い
て

自
治
体
や
、
民
間
団
体
が
個
々
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
陸
奥
湾
の
自
然
環
境
を
周

辺
地
域
一
体
で
保
全
し
、
陸
奥
湾
の
豊

か
な
資
源
や
美
し
い
自
然
景
観
を
活
か

し
た
産
業
や
観
光
を
振
興
す
る
た
め
、

本
市
を
含
む
県
内
８
市
町
村（
青
森
市
、

む
つ
市
、平
内
町
、今
別
町
、外
ヶ
浜
町
、

野
辺
地
町
、
横
浜
町
、
蓬
田
村
）と
各
地

域
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
公
益
社

団
法
人
青
森
県
観
光
連
盟
、
N
P
O
法

人
青
森
県
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
で
構
成
す
る
官
民
連
携
の
協
議

会
と
し
て
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）年
12

月
21
日
、
む
つ
湾
広
域
連
携
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
む
つ
湾
広
域
連
携
協
議
会
は
環
境・産

業・観
光
の
３
つ
の
部
会
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
環
境
部
会
に
お
け
る
陸
奥
湾
の

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
向
上
の
た
め

の
主
な
取
組
と
し
て
は
「
む
つ
湾

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
こ
れ
ま
で
青
森
市
、

む
つ
市
、
外
ヶ
浜
町
に
お
い
て
開
催
し

て
き
て
お
り
、各
町
村
に
お
い
て
も
、共

通
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る

「
S
a
v
e  

t
h
e  

む
つ
湾
」を

掲
げ
た
清
掃
活
動
や
、
環
境
活
動
体
験

会
と
し
て
小
学
生
を
対
象
と
し
た
海
岸

清
掃
活
動
や
ご
み
の
分
別・調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
内
町
で
は
、町・漁
業
関
係
者・

任
意
団
体
な
ど
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
夏

泊
半
島
沿
岸
の
清
掃
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、野
辺
地
町
で
は
、海
水

浴
場
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、十
符
ヶ

浦
海
水
浴
場
の
早
朝
清
掃
が
、砂
浜
や

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
で
行
わ
れ
る
な
ど
、構

成
市
町
村
で
も
、様
々
な
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
部
会
・
観
光
部
会
に
お
い
て
は
、

豊
か
な
資
源
を
活
か
し
た
産
業
及
び
観

光
の
振
興
に
向
け
た
取
組
を
は
じ
め
て

お
り
、産
業
分
野
で
は
物
産
の
共
同
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
分
野
で
は
周

遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
造
成
な
ど
、
こ

れ
ま
で
各
自
治
体
が
個
別
で
実
施
し
て

い
た
事
業
を
、
協
議
会
と
し
て
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
効
果
的・効
率

的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
陸
奥
湾
沿
岸
の
８
市
町
村
等
が
連
携

し
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

「
む
つ
湾
」と
い
う
枠
組
み
を
一
つ
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
P
R
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
魅
力
発
信
や
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
陸
奥
湾
と
い
う

共
通
の
資
源
を
持
つ
地
域
の
固
い
絆
の

も
と
、沿
岸
８
市
町
村
が
一
体
と
な
り
、

互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
更
な
る
圏
域

の
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

協
議
会
の
成
り
立
ち

環
境
分
野
へ
の
取
組

産
業
・
観
光
分
野
へ
の
取
組

むつ湾フォーラム in 外ヶ浜　記念植樹（外ヶ浜町）むつ湾フォーラム in 外ヶ浜　記念植樹（外ヶ浜町）
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